
公的研究費の不正防止計画における中京大学の責任体系

コンプライアンス推進責任者として、学部長・研究科長等
が、各部局の実質的な責任と権限を持ちます。必要に応じ
て、コンプライアンス推進副責任者を複数置くことができま
す。

統括管理責任者として、副学長が大学全体の不正使用防
止に関する管理・運営を統括します。

最高管理責任者として、学長が最終責任を負います。
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